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研究成果の概要（和文）：ジャウィ新聞・雑誌の総合的な分析を通じて、言論活動という視角からマレー民族の形成過
程の動態を明らかにした。雑誌『カラム』の分析から、マレー民族主義者を批判するイスラム知識人の思想とマレー人
コミュニティ内部の論争を明らかにした。また、新聞『マジュリス』の分析から、マレー語紙と英語紙（非マレー人）
との論争の存在を明らかにした。これらの相互作用的な論争空間を通じて、マレー民族が多様な意見の競合の過程で形
成される過程を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study had revealed the dynamic process of the formation of the concept of 
the Malay nation through comprehensive analysis on Jawi periodicals. Controversies between the mainstream 
Malay nationalists, UMNO, and Islam-oriented Malay Muslims have been shown in Jawi periodical "Qalam". 
Meanwhile, controversies between Malays and non-Malays have been found in Jawi "Majlis" and English 
papers. The Malayness had taken its shape in the process of various interactions in the media space.

研究分野：マレーシア近現代史
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１．研究開始当初の背景 
 マレー人、華人、インド人などからなる多
民族社会であるマラヤ（半島部マレーシア）
において、マレー人という集団概念の形成過
程は多くの研究関心を集めてきた。そのなか
で、イギリス植民地期は、現在のマレー人の
定義が確立した時代ととらえられる。植民地
行政において西洋的な「人種」としてマレー
人が概念化され、マラヤの土着民（natives）
としての優遇政策がとられた。一方で、脱植
民地化の過程でマレー・ナショナリズム運動
が展開され、マレー人自身が自らの定義を獲
得していった。 
 一方で、近年の研究においては、人口が希
少かつ移動的であったマラッカ海峡周辺地
域において、「マレー人性（Malayness）」が
常に流動的・重層的であったことが指摘され
る。植民地期においても、マレー人のなかに
は、狭義のマレー人にくわえて多数の外来の
マレー・ムスリム（マレー語話者のムスリム
という意味でのアラブ系、インド系、インド
ネシアからの移民）が含まれていた。英領期
以降のマレー民族の形成についても、この多
様性を踏まえて再検討する必要がある。 
 特に、脱植民地化の過程は、もっぱら現在
の与党の中核を占める UMNO（統一マレー
国民組織）に代表されるマレー民族主義主流
派の立場から語られてきた。この時期の民族
概念も、民族主義的な歴史認識を相対化し、
多様な勢力がマレー人という概念をめぐっ
て競合する過程として描く必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
 上記の状況をふまえて、脱植民地化期にお
けるマレー民族の形成過程は、①マラヤのみ
ならず近隣の国家にも視野を広げ、②外来の
出自を持つ者をも包含する形で再検討する
ことが求められる。 
 本研究では、ジャウィ（アラビア文字表記
のマレー語）の定期刊行物の分析を通じて、
この課題の解明に取り組む。1920年代以降、
ジャウィによる定期刊行物の発行は隆盛期
を迎えた。ジャウィの定期刊行物は、頻繁な
引用、相互参照が特徴であり、さまざまな集
団、思想が交わる空間であった。その空間は、
マレー語が流通するマレーシア、インドネシ
アなど複数の国家にまたがっていた。このた
め、テキストとその連関に着目することで、
国家単位で進められてきた従来の研究を批
判的に検討し、島嶼部東南アジアという広い
文脈のなかでマレー民族の形成過程を分析
することができる。 
 そのなかで、中心的に扱う史料は、1950、
60 年代にシンガポールで発行された月刊誌
『カラム（Qalam）』である。同誌は、政治
を中心に、同時代の東南アジアのムスリム社
会を題材とした幅広い記事を掲載した総合
誌であった。同誌の編集者エドルス（Edrus）
は、カリマンタン出身のアラブ系ムスリムで

あった。くわえて、出版地が混血者や外来生
まれのムスリムが多いシンガポールである
ことから、同誌は外来のマレー・ムスリムの
視点を代表する。このため、マラヤの民族主
義主流派の主張を相対化することが可能で
ある。さらに、同誌は発行期間が長く、1950、
60 年代というマラヤの脱植民地化の時期を
ほぼカバーしていることも重要である。 
 さらに、『カラム』の分析に並行して、そ
の他のジャウィの定期刊行物を適宜参照し、
マレー語による言論空間全体を分析するこ
とを目指す。これは、比較・対象による系譜
的な分析によって『カラム』の史料的な位置
づけをより明確にするためである。くわえて、
ジャウィの定期刊行物を一つの資料群とし
てとらえ、そのテキストの連関を明らかにす
る試みとしても位置付けられる。 
 これらの作業を通じて、マレー語の言論空
間におけるさまざまな相互作用のなかでマ
レー民族の概念が形成される過程を明らか
にする。 
 
 
３．研究の方法 
 具体的な方法論として、研究開始の段階で
以下の三点の課題を設定した。 
課題(1)『カラム』の分析により、そこに描
かれるマレー人概念を明らかにする。さらに、
華人など他民族への認識も含め、マラヤの多
民族からなる社会秩序全体に対する認識を
明らかにする。 
課題(2)『カラム』の分析により、同誌がシ
ンガポール、インドネシアなどマレー人が少
数派であった地域・国家に対してどのような
働きかけをしたかを明らかにする。 
課題(3)他のジャウィの定期刊行物をとりあ
げ、その比較、対照によって言説の系譜を明
らかにする。 
 課題(1)、(2)を通じて、『カラム』の言説
を東南アジアの多民族社会におけるマレ
ー・ムスリムという全体の文脈へと位置付け、
さらに課題(3)によってマレー民族の形成に
おける外来者の役割という論点を明確にす
ることを試みた。 
 中心となる史料の『カラム』については、
京都大学地域研究統合情報センターが所蔵
するデジタル資料およびデータベースを利
用する。そして、同センターが進めているマ
レー語雑誌記事データベース・プロジェクト
および共同研究と提携しながら進めた。本研
究は、情報学をはじめ様々な研究分野の研究
者との共同作業の一環として位置づけるこ
とができる。 
 課題(3)については、期間中にシンガポー
ル、マレーシア、イギリスを中心とした諸機
関が所蔵するジャウィの定期刊行物の調査
を行った。その結果、1930 年代にクアラルン
プルで発行されたジャウィの新聞『マジュリ
ス（Majlis）』を選定し、収集した。この新
聞は『カラム』同様に移民の出自を持つマレ



ー人により編集されていることから、比較の
対象として適切と考えたためである。『マジ
ュリス』は、シンガポール国立大学が所蔵す
るマイクロフィルムを利用した。 
 
 
４．研究成果 
 項目５で後述するように、編著 5点、論文
8点、研究発表・講演 13点の成果を得た。そ
のなかには英語論文 5点、英語による研究発
表9点が含まれており、マレーシアを中心に、
国際的な研究成果の発信に努めた。それらの
内容は、以下の 5点に集約される。 
(1) 外来のマレー・ムスリムがマレー民族の
形成に果たした役割の重要性 
 1930 年代の『マジュリス』、1950、60 年代
の『カラム』は、当該時期のマレー語言論空
間で重要な役割を果たした。前者の初代編集
者アブドゥルラヒム・カジャイはインドネシ
ア系、後者の編集者エドルスはアラブ系であ
るが、それぞれマレー民族概念について積極
的に意見を述べた。多様な出自を持つ人びと
が参加できる開放性は、マレー語の言論空間
の大きな特徴である。 
 従来の研究では、マレー・ナショナリズム
運動の展開の過程で外来者が排除されてい
ったことが強調されるが、外来のマレー・ム
スリムによる出版活動は継続している。彼ら
の言説は、外来者がマレー人という枠組みへ
参入する動態的な過程を明らかにするとと
もに、マレー人の自己定義に収斂しがちな既
往研究を相対化するものである。 
(2) 国境を越えたマレー・ムスリムの連帯へ
の模索 
 『カラム』の発行時期は、インドネシア、
マラヤ（マレーシア）、シンガポールという
独立国家が誕生した時期にあたり、国ごとに
独立・国家建設の過程として歴史が描かれて
きた。しかし、『カラム』の執筆者にはシン
ガポール、マラヤだけではなくインドネシア
のムスリムも含まれており、その分析から、
当時のムスリム知識人がこれらの国々が独
立国家となっても、互いの政治情勢を観察し、
さまざまな形で国境を越えたムスリムの連
帯を模索していたことが明らかになった。 
 【雑誌論文５】（項目５を参照、以下同様）
では、『カラム』の編集者エドルスがインド
ネシアの政治情勢を子細に観察し、同国にイ
スラム勢力の動向を伝えていたことを明ら
かにした。【図書３】では、同誌が中東を中
心としたイスラム世界の諸地域の事情を伝
えていたことを示した。 
(3)民族主義への対抗軸としてのイスラム主
義 
 『カラム』は、マラヤにおける民族主義者
（UMNO）の有力な批判者であった。同誌は、
UMNO がイスラムを十分に代表していないこ
とを批判し、それに代わるイスラム勢力の組
織化を提唱したことを示した。 
 【雑誌論文３】では、『カラム』に代表さ

れるムスリム知識人の脱植民地化に際して
どのような戦略を持ったかを示した。それは、
近代主義にもとづき、イスラムを既存の国家
機構へと制度化していくことであった。彼ら
がイスラム国家の樹立という自らの主張を
前面に出すだけでなく、状況に応じて柔軟な
戦略をとって自らの地位を確保しようとし
たことを明らかにした。 
 【雑誌論文６】では、シンガポールでおこ
ったムスリム暴動を題材に、イスラム教への
改宗者の司法管轄をめぐり、制度の整備を訴
えたことを示した。【雑誌論文８】では、マ
ラヤの独立（1957 年）を批判的に論じ、民族
主義者の独裁の防止、イスラムの制度化の必
要性を訴えたことを示した。 
 (2),(3)をあわせて、マラヤにおける民
族・国民国家形成が単線的なものではなく、
競合的な状況の中で発展したことを示した。
とくにイスラム教の位置づけは有力な対立
点であり、『カラム』からは、その後の 1970
年代のイスラム化へとつながる思想の潮流
がこの時期のマレー・ムスリムコミュニティ
にも存在することが明らかになった。 
(4)島嶼部東南アジア地域の政治・社会秩序
のあり方 
 マレー民族をめぐる言論を通じて、多民族
からなるこの地域の政治・社会秩序のあり方
を明らかにした。人口の流動性、多様性の高
いこの地域において、民族集団が形成される
過程は、移民を含めた集団枠組みの不断のと
らえなおしの過程であり、他者との関係性の
なかで形成されるものであった。 
 【図書１】では、『カラム』の読者投稿か
ら、当時のマレー・ムスリム読者が異なる価
値観を持つムスリム、非ムスリムとの関係性
をもつなかで、宗教的な正しさを模索してい
たことを示した。【雑誌論文１】では、『マジ
ュリス』が頻繁に英語紙を引用しながら論争
を行っており、マレー民族概念についても非
マレー人との関係性が大きく影響している
ことを示した。 
 脱植民地化を通じて新たな社会秩序が形
成される過程で、マラヤでは多様な集団が他
者との関係を築きながら社会秩序を構築し
たことを明らかにした。 
(5)マレー民族が、さまざまな勢力の競合に
より形成される過程 
 研究全体として、『カラム』、『マジュリス』
とも、さまざまな勢力（外来のマレー・ムス
リム、イギリス、華人などの非マレー人）と
の間で相互作用を起こしながら論説を展開
していったことを明らかにした。このため、
当該の媒体単体のみならず、それを取り巻く
言論空間全体として理解する必要がある。そ
うした論争の結果、マレー民族の輪郭が浮か
び上がった。 
 ここから、島嶼部東南アジアにおける脱植
民地化に際して、さまざまな勢力の競合の結
果としてマレー民族の枠組みが形成される
動態的過程を見出すことができる。 
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